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【出願番号】特願2014-243554(P2014-243554)
【国際特許分類】
   Ｂ６０Ｗ  10/06     (2006.01)
   Ｂ６０Ｗ  20/00     (2016.01)
   Ｆ０２Ｎ  11/04     (2006.01)
   Ｅ０２Ｆ   9/20     (2006.01)
   Ｂ６０Ｗ  10/08     (2006.01)
   Ｂ６０Ｋ   6/485    (2007.10)
【ＦＩ】
   Ｂ６０Ｋ    6/20     ３１０　
   Ｆ０２Ｎ   11/04     ＺＨＶＤ
   Ｅ０２Ｆ    9/20     　　　Ｚ
   Ｂ６０Ｋ    6/20     ３２０　
   Ｂ６０Ｋ    6/485    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年11月17日(2017.11.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エンジンと、前記エンジンによって駆動される油圧ポンプと、前記エンジンを始動させ
るためのスタータと、前記エンジンのクランク軸の同軸上に連結された発電電動機と、前
記発電電動機との間で電力の授受を行なう蓄電装置と、キースイッチと、前記キースイッ
チからの始動信号が入力される車体コントローラとを備えたハイブリッド式作業機械のエ
ンジン始動制御装置において、
　稼動地域の外気温度を判定する外気温度判定手段と、前記発電電動機により前記エンジ
ンをクランキングして始動させる第１のエンジン始動手段と、前記スタータにより前記エ
ンジンをクランキングして始動させる第２のエンジン始動手段と、前記スタータ及び前記
発電電動機を併用して前記エンジンをクランキングして始動させる第３のエンジン始動手
段とを備え、
　前記車体コントローラは、前記外気温度判定手段によって判定された稼動地域の外気温
度に応じて、前記第１乃至第３のエンジン始動手段のいずれかを選択する
　ことを特徴とするハイブリッド式作業機械のエンジン始動制御装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のハイブリッド式作業機械のエンジン始動制御装置において、
　前記外気温度判定手段は、外気の温度を検出する外気温度センサである
　ことを特徴とするハイブリッド式作業機械のエンジン始動制御装置。
【請求項３】
　請求項１に記載のハイブリッド式作業機械のエンジン始動制御装置において、
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　衛星を介して前記稼動地域の位置及び日付情報を取得可能なＧＰＳ受信装置と、
　前記稼動地域の外気温度情報を記憶した記憶装置とを更に備え、
　前記外気温度判定手段は、前記ＧＰＳ受信装置が取得した前記稼動地域の位置及び日付
情報と、前記記憶装置が記憶した前記稼動地域の外気温度情報とを基に前記稼動地域の外
気温度を予測して判定する
　ことを特徴とするハイブリッド式作業機械のエンジン始動制御装置。
【請求項４】
　請求項１に記載のハイブリッド式作業機械のエンジン始動制御装置において、
　前記エンジンの冷却水の温度を検出する冷却水温度センサを更に備え、
　前記車体コントローラは、前記冷却水温度センサが検出した前記エンジンの冷却水の温
度に応じて、前記第１乃至第３のエンジン始動手段のいずれかを選択する
　ことを特徴とするハイブリッド式作業機械のエンジン始動制御装置。
【請求項５】
　請求項１に記載のハイブリッド式作業機械のエンジン始動制御装置において、
　前記油圧ポンプが吐出する作動油の温度を検出する作動油温度センサを更に備え、
　前記車体コントローラは、前記作動油温度センサが検出した作動油の温度に応じて、前
記第１乃至第３のエンジン始動手段のいずれかを選択する
　ことを特徴とするハイブリッド式作業機械のエンジン始動制御装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか１項に記載のハイブリッド式作業機械のエンジン始動制御装
置において、
　前記蓄電装置は、充電状態を示すＳＯＣを算出する演算機能を更に備え、
　前記車体コントローラは、前記蓄電装置が算出したＳＯＣを取り込み、前記ＳＯＣに応
じて、前記第１乃至第３のエンジン始動手段のいずれかを選択する
　ことを特徴とするハイブリッド式作業機械のエンジン始動制御装置。
【請求項７】
　エンジンと、前記エンジンによって駆動される油圧ポンプと、前記エンジンを始動させ
るためのスタータと、前記エンジンのクランク軸の同軸上に連結された発電電動機と、前
記発電電動機との間で電力の授受を行なう蓄電装置と、キースイッチと、前記キースイッ
チからの始動信号が入力される車体コントローラと、稼動地域の外気温度を判定する外気
温度判定手段と、前記発電電動機により前記エンジンをクランキングして始動させる第１
のエンジン始動手段と、前記スタータにより前記エンジンをクランキングして始動させる
第２のエンジン始動手段と、前記スタータ及び前記発電電動機を併用して前記エンジンを
クランキングして始動させる第３のエンジン始動手段とを備えたハイブリッド式作業機械
のエンジン始動方法において、
　前記蓄電装置は、充電状態を示すＳＯＣを算出する演算機能を更に備え、
　前記車体コントローラは、前記蓄電装置が算出したＳＯＣを取り込み、前記ＳＯＣが予
め定めたＳＯＣ閾値を超過するか否かを判断する第１ステップと、
　前記第１ステップにおいて、前記ＳＯＣが前記ＳＯＣ閾値以下と判断されたときには前
記第２のエンジン始動手段を選択する第２ステップと、
　前記第１ステップにおいて、前記ＳＯＣが前記ＳＯＣ閾値を超過すると判断された後、
前記外気温度判定手段によって判定された外気温度が予め定めた温度閾値を超過するか否
かを判断する第３ステップと、
　前記第３ステップにおいて、前記外気温度が前記温度閾値を超過すると判断されたとき
には前記第１のエンジン始動手段を選択する第４ステップと、
　前記第３ステップにおいて、前記外気温度が前記温度閾値以下と判断されたときには前
記第３のエンジン始動手段を選択する第５ステップとを備えた
　ことを特徴とするハイブリッド式作業機械のエンジン始動方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
１　　　クローラ式ハイブリッド油圧ショベル
１０　　旋回体
３０　　運転室
３２　　キースイッチ
３４　　車体コントローラ
３６　　記憶装置
６１　　エンジン
６２　　油圧ポンプ
６３　　アシスト発電モータ
６４　　スタータ
６５　　鉛バッテリ
７１　　ラジエータ
７２　　蓄電装置
７３　　外気温度センサ
８１　　パワーコントロールユニット（ＰＣＵ）
９０　　作業装置
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